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◆議  題：（１）「健康・元気・豊かさ」な「人・企業・地域」とは何かの 

確認 

           （２）これまでに協議してきた３部会の事業と三者の役割 

（事業主体）の再確認 

           （３）登別市中小企業地域経済振興策の最終報告書概要について 



【要旨】 

項目 発言者 内容 

（１）「健康・元気・豊かさ」

な「人・企業・地域」とは何

かの確認 

委員 

 

 それでは始めさせていただきますよろしくおね

がいします。 

 配布させていただいた資料の３ページをご覧く

ださい。今日の会議の目的として各部会の取り組

み内容と三者の役割の再確認、そして最終報告書

の概要について協議させていただきたいと思って

おりますのでよろしくお願いします。 

 最初の資料は、これまで協議してきた原因・課題

を踏まえた振興策に向けた視点を挙げております

が、スローガン・コンセプト・キーワードを策定

してそれぞれの部会において協議していただいた

ものを一覧にした資料です。 

 次のページはこれまでの協議会の推移です。その

次のページはこれまでの協議会のまとめを簡単に

記載したものです。３つの部会の最終目標につい

てもまとめました。これらを活用して協議させて

いただければと思いますよろしくお願いします。 

 まず１点目ですが、これまでキーワードとして健

康・元気・豊かなと設定して協議してきましたが、

健康・元気・豊かな「人・企業・地域」とは何な

のかを再確認していくことが大事だと思いますの

で皆さんの意見を伺いしたいと思います。 

 皆さんご意見ございますか。 

例えば、元気な人というのは、日常生活において

も健康に基づいて元気であると捉え方もあるでし

ょうし、元気であるが故にサークル活動を行うと

いうこともあります。豊かな人については、心が

豊かだということも考えられますし、知政的な人

とか色々な意味があると思います。 

 健康・元気・豊かな人について地域経済の振興に

色々関わる部分が出てくると思いますが、皆さん

ご意見ありますでしょうか。 

 委員 ＪＨＣＯが移転するということで協議会がで

き、登別温泉周辺の方から移転は反対との声があ



ったが、その時に協議会の中で私が発言したのが、 

登別温泉地域と登別地区を考えたとき、もし登

別地区にＪＨＣＯが縮小して残った場合、一番理

想的なのは既存の三愛病院があって温泉地区はあ

る程度カバーでき、地域がコンパクトで交通の手

段がいいことと、それから移住してきてあそこに

住むのであれば、近くに宿泊施設もたくさんあり

仕事があるので、あのエリアを一つのモデル的な

地域にできないかということで発言をしました。 

地域で生まれ育った豊かさなどあると思います

が、定年になると第二の人生を過ごそうかと思い

ますが、登別市内全域を見るとあの地域は理想的

なのかなと、医療機関があり尚且つそれに関わる

既存の施設がたくさんあり豊かな地域だと思いま

す。 

 委員 健康、元気、豊かさという部分でＣＣＲＣとい

いましょうかＪＨＣＯの部分でお話しがありまし

たが、人と地域に密接な関係があると企業がその

中でどのような構想を持っていくかということだ

と思います。ですからＣＣＲＣについて登別市バ

ージョンはどのような内容にしていくか、健康、

元気、豊かなという視点で取り組んでいかなけれ

ばいけないと思っています。そうすると斎藤委員

が今お話しした登別地区のコンパクトシティ的な

部分の中で人も地域も良くなってもらおうという

ことです。ＣＣＲＣは登別全体のことを考えてい

かなければいけないと思います。その辺り行政と

してどうしていくのか明確なビジョンが無ければ

難しいのかなと思います。 

 委員 登別全域で考えると構想はできるでしょうけ

ど、地域の利害があるので、妥協したものしか作

れないのでないかと思う。登別地区は定住者を増

やしていく可能性があると思います。 

 委員 地元資源を活かして健康元気豊かな人なり企業

なりあり地域がというものが大事だということ

と、ＣＣＲＣにしても一生涯安心してくらせる街



を目指してくのが大事だと思います。川田委員何

かございますか。 

 委員  豊さという事でいいますと、おもいやりのある人

間関係のことかと思います。豊かさを目指すので

あれば、交流の拠点整備が必要になってくるのか

なと思います。 

（２）これまでに協議してき 

た３部会の事業と三者の役割 

（事業主体）の再確認 

委員 思いやりのある人間関係というのは、健康・元

気・豊かな、人、企業、地域の根幹だと思います。

しかし連携が十分に取れていないのかと思いま

す。 

健康・元気・豊かな人、企業。地域という３つ

キーワードは今ご意見いただいたものを整理して

最終報告書に反映させたいと思います 

次に３つの部会でどのような事業を進めたらよ

いかと協議してきました、人の部会においては交

流拠点の整備、企業部会においてはオール登別の

プラットフォーム構築、地元愛会議の設置、当面

はアーニスの一角で取組を行うと、地域部会にお

いては市内を循環する仕組みの整備、交流の基地

構想ということでまとめられております。 

各部会の事業をより具体的に実施する上で、交

流する場を作っていくことが３つの部会で共通し

ていることから、その辺についてどうなのかご意

見をいただきたいのと、事業主体をどうするか、

また市、中小企業者等、市民の役割について協議

させていただきたいと思います。 

例えば人カテゴリーにおいては、登別の自然を

満喫するふれあい作りとあります、これを誰がや

っていくのかと、この協議会自体も今後どうする

のかと、まず事業主体の創設が必要になると思い

ますがどうでしょうか。 

 委員  観光都市登別というキャッチコピーがほとんど

の方がイメージされていると思いますが、観光協

会が先頭に立って観光に携わっている所は、本来

少ないと思います、他の地域はプラットフォーム

があって全市観光とか行っていると思います。今



回は登別に来てもらった人に、市内を周遊しても

らうには、プラットフォームの構築が必要になる

と思います。その仕組み作りを急がなければなら

ないと思っています。それが交流の場を作るとか、

ハードの部分で施設を作るにあたって大切なこと

かと思います。プラットフォームができて初めて

次のステップに進むと思います。 

（３）登別市中小企業地域経

済振興策の最終報告書概要に

ついて 

委員 新たな組織を作って、拠点作りに向かっていか

なければならない、拠点を通した事業の仕組み作

りが必要だと思いました。どういう拠点にするか

は今後の新たな組織で具体的な話をしていくとう

ことで考えていきたいと思います。 

 次に登別市中小企業地域経済振興策の最終報告

書概要についてですが、具体的に取組むべき事業

として、ビジョンの策定、事業主体の創設、多機

能拠点の整備の３つを３カ年計画として最終報告

書としたいと考えておりますがいかかでしょう

か。 

 委員  例えば新しい組織を作るときに、登別ブランドを

一括して購入できる場所があまりないですよね、

そういう場所を作って、そこで新しい商品開発を

すると、あと困りごと相談会を行い、市内企業と

市民とのマッチングを行うことも必要かと思いま

す。 

 委員 道の駅を作ってそこで困りごと相談を行うと

か、市民と観光客が交流できる施設になればいい

かと思います。 

 委員  既存の施設を利用することも考えなければなら

ないと思います、例えばアーニスの一角を利用す

るなどが考えられるかと思います。 

 委員  色々な事業者に新たな組織に参画してもらい、企

業同士のマッチングを行うことにより、市民に市

内企業を活用してもらうことにつながると思いま

す。このような内容で最終報告書をまとめてきた

いと思います。では本日はこれで終了しますお疲

れ様でした。 



 


